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第 3 章では，軟鋼板の T型すみ肉継手において，サブマージアーク溶接により溶接諸条件と脚長
溶込み深さおよび溶込み断面積との関係を系統的に求めている。












と，第 4 章および第 5 章で導いた実験式による推定値とを比較し，導かれた実験式の実用性を確認し
ている。
第 7 章では，すみ肉溶接の脚長低減に必要な溶込み深さを確保する為の溶接諸条件について数値計
第例を示している b
総括では，本研究で得られた主な成果を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
船体構造の接合部長さの約80% を占めるすみ肉溶接継子にむいて その溶込み深さを溶接諸条件か
ら適確に推定することができれば，継手強度を低下させることなしに合理的な脚長低減が可能となる。
本論文ではこの目的のために造船用軟鋼板の T型すみ肉溶接継手の脚長むよび溶込み深さと溶接諸条
件の関係について多数の系統的な実験を行うとともに，すみ肉溶接部の溶込み形状が半楕円形をなす
との仮定のもとに熱伝導論的に導かれた溶込み深さと溶接入熱条件との理論的な関係を巧みに利用し
て実結験果の解析を行い 与えられた溶接諸条件からすみ肉溶接の脚長と溶込み深さを推定する実験
式を誘導している。そして 船体構造にわける板と縦通材とのすみ肉溶接について求められた脚長お
よび溶込み深さの実測値と上記の実験式による推定値とを比較することにより 誘導した実験式の実
用性の高いことを確認している。さらに以上の結果を利用して低減し得る脚長の大きさと溶接諸条件
の関係を明らかにしている。
以上の成果は，船体構造におけるすみ肉溶接継手の設計と施工に有用な知見を与えるものであり，
船体建造学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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